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北半球500mb高度場のテレコネクションと

日本のシンギュラリティ＊

川村隆一＊＊・田 少　奮＊＊＊

　要　　旨

　日本における天候の特異日（シンギュラリティ）を抽出し，特に「晴」のシンギュラリティについてそれ

を維持あるいは崩す要因として，北半球500mb高度場のテレコネクションパターンとの関連をラグ相関解

析，EOF解析を適用して調査した．その結果，3種類の大気循環パターンとの関連が明らかになった．す

なわち，4月から5月にかけて出現するシンギュラリティについては日本付近とシベリア東部との南北振動

的なパターン，8月のシンギュラリティでは西太平洋熱帯域からの・スビー波の伝播，11月のシンギュラ

リティについてはヨー・ッパから日本に至るユーラシアン（EU）パターンが各々対応していた．8月のシ

ンギュラリティの形成要因としてphase　lockされた熱帯の季節内変動の影響が考えられる．また，EUパ

ターンの卓越は15～25日周期のintramonthly　time　scaleをもっており，その位相は季節変化に対して固定

されていることがわかった．11月のシンギュラリティは，ちょうどEUパター一ンの振幅変調の極小期と一

致する．11月のシンギュラリティが極端に崩れている年に，逆にEUパターンが出現しているのがみられ

た．

　1．はじめに

　なぜ特異日（シンギュラリティ）が存在するのかと言

うことは気象学・気候学の古くからの問題である．総観

スケールから半球スケールまでの大気現象が，純粋に乱

流現象の集合体として構成されているならば，特異性は

存在し得ないであろう．ある地域で毎年同じ時期に同じ

天候状態が出現すると言うことは，シンギュラリティを

もたらす大気循環場の地理的位置が固定し，年周期に対

してphase　lockされていることを意味する．シソギュ

ラリティは季節変化の一環として捉えるべきであること

を以上のことは示唆している．

　シンギュラリティの研究はSchmauss（1928，1938）

以来，数多くの研究者によってなされてきた．初期の研

究は，様々な地域において，ある気象要素が極端な値を
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とる頻度が高い日が存在するということを記述するもの

であった．その後，季節の推移と共に出現するシンギュ

ラリティを自然季節の分類と関連づけていく研究が主流

を占めていった（高橋，1942；矢澤，1949；Lamb，

1950；坂田，1950；Saito，1957など）．1960年代から最

近に至るまでの日本におけるシンギュラリティの研究は

自然季節の区分を主眼においている傾向がある（Mae－

jima，1967；吉野・福岡，1967；山川，1988など）．一

方では，自然季節の分類という目的ではなく，シンギュ

ラリティそれ自身の抽出とその体系的な位置づけを行っ

たものとして，Nagao（1957），栗原（1958）の研究があ

げられる．

　シンギュラリティの抽出に用いられる気象要素は気

温，気圧，日照時間，降水量，雲量など多岐にわたる

が，その要素を単独あるいは組み合わせて使われること

が多い．また，気象要素とは別に，天気図型（気圧配置

型）の出現頻度を用いている研究もある．従来の研究に

おいて，シンギュラリティの定義は大別すると三つに分

類できる．一つは，気象要素の季節変化を平滑化し，そ

れに対する日々の値との差をとることによって，極端な

正あるいは負の偏差値をとる日をシンギュラリティとす
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るものである．たとえば，Ma句ima（1967）は全国9地

点の気圧，日照，雲量の日別平年値と日別平滑平年値と

の差をとり，その極端な正，負の値に対して順位づけを

行い，高気圧性シンギュラリティと低気圧性シンギュラ

リティを定義した（前島．1968）．二つめとして，平均

的に，ある特定日がその前後の日と較べて，気象状態が

極端に異なっていることをシンギュラリティとするもの

である．たとえば，栗原（1958）は日平均気温の前日差

が0．6。C以上の変化，日最高気温の前日差が0．8。C以

上の変化等の基準をもうけて定義している．三つめとし

て，気圧配置型の出現頻度や天気出現率など，ある一定

頻度以上でかつピークとして現れる日をシンギュラリテ

ィとするものである（吉野・福岡，1967；山川，1988な

ど）．

　このように，シンギュラリティの概念は研究者によっ

て様々であり，シンギュラリティの定義の仕方によっ

て，研究者がもっているシンギュラリティに対する考え

方が反映されている．その意味では，現在に至ってもシ

ンギュラリティの概念は確立されていない．

　過去において，シンギュラリティに関する研究が数多

くなされたにもかかわらず，その成因を探ることを意識

した研究は驚くほど少ない．それは成因を解明すること

がいかに困難であるかを示唆していることの表れでもあ

る．しかし，成因を探る試みとして，プラネタリースケ

ールの大気循環場との結びつきを考察したWah1（1952，

1953，1972），Douquet（1963）らの研究や，気圧配置型

の出現頻度からシンギュラリティの経年変動を論じた，

山川（1988）の研究も成因に間接的ながら関連した，シ

ンギュラリティの変動を扱っている点で注目に値する．

これらの研究はシンギュラリティの成因の解明を目指す

ためには，大規模スケールの大気循環との関連やシンギ

ュラリティの経年変動などを考察していく必要性を示唆

している．

　シソギュラリティの原因を調べる際，シンギュラリテ

ィ自身が大気の平均状態の結果であるため，様々な大気

波動を分離しその性質を解析していくのには非常に困難

を伴う．しかし，例えば熱帯域の熱源の変動や，中高緯

度大気で閉じた内部力学モードなど，シンギュラリティ

の原因と考えられるものが変化すると，予想される時期

に特異性が生ぜず，結果としてシンギュラリティが不明

瞭な年が出てくることが考えられる．必ずしもシンギュ

ラリティを形成・維持する原因と変動させる要因が一致

する保証はないが，このような大気循環の平均状態から

第1表　天気概況の数値コード（2桁）（気象庁）

10位の符号表

昼間　0　くもり

　　　1　　晴

　　　2　　霧

　　　3　大　風

夜間　O　　夜

　　　2　　霧

　　　3　大　風

1位の符号表
（昼，夜共通）

1　降水なし

2　一時雨
3　一時雪
4　時々雨
5　時々雪
6　　雨

7　　雪

8　大　　雨

9　大　　雪

8

のずれがシンギュラリティ前後でどの様な振舞いをする

のかを調べることは，その原因を探る一つの有用なアプ

ローチであると思われる．本研究の目的は，このような

見方に立って，シンギュラリティの成因解明の可能性を

探るものである．

　このようなアプローチが可能になったのは，Wallace

and　Gutzler（1981），Blackmon6渉α1．（1984a，b）のテ

レコネクション（遠隔伝播）の分類，Hoskins　and

Karoly（1981）による二次元定常ロスビー波の伝播理論

など，様々な研究者によって北半球規模のテレコネクシ

ョンの概念が確立されてきたことが大きい．その意味で

シンギュラリティは気候学の枠を越えた大気科学におけ

る新しい問題として取り扱う必要がある．半球規模の大

気循環場にいろいろなテレコネクション・パターンが影

響を与えているにもかかわらず，シンギュラリティに対

するテレコネクションの概念の適用は未だなされていな

い
．

　本稿では，まず気象官署の天候資料から日本における

シソギュラリティを抽出し，シンギュラリティ自身の年

々変動を示す．次に年々変動の立場からシンギュラリテ

ィ前後の北半球中高緯度の500mb高度場の特徴をラグ

相関法により明らかにし，その結果としていくつかのテ

レコネクションパターンとの関係を経験的直交関数

（EOF）解析を用いて考察した．

　2．シンギュラリティの抽出とその年々変動

　全国気象官署・測候所観測資料（SDP）から23地点の

昼夜の天候データを解析に用いた．天候データは昼と夜

によって，第1表のように分類され数値コード化されて

いる．解析に利用できた期間は18年間（1967～1984）と

、天気”39．2．
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シンギュラリティの抽出に用いた
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高松，足摺，名瀬，石垣

目11月3日

□8月9日

吻5月23日

函5月12日

圏4月23日

圏3月28日

25．0

20。口

RAINγ　口AYS

i：ili榊脚脚醐鵬
］
コ

o］
【
」

0．O

60．0

50．0

FINE　DAYS

2S．0

20．0

15．0

10．回

5．O

C．0

●
●

i：：1：脚継 、緬餓

”

6口．α

50．0

4口。α

30。0

20、c

lO、O

　　67　68　69　70　71　72　73　74　75　76　77　78　79　80　81　82　83　84

　　　　　　　　　西暦年

第2図　日単位でみた「晴」のシンギュラリティの
　　　　年々変動．

20．o

tO．o

第1図

J

FhANJJASOND　　　　　　　NONTH

日本全国23地点の昼夜の天候資料から，

365目各々で18年間（1967～1984）の地点
すべてを累計した場合の「晴」・「雨または

雪」の日の頻度（％）．点線は「雨」の日の

みの頻度を表す．特に「晴」の頻度が高い

日を黒丸で示した．

短いので，シンギュラリティはこの時期に限定したもの

として注意する必要がある．天候の種別は「晴・雨・

雪」とし昼夜同じ天候状態の日を累計した．ただし，

r晴」の定義については昼間がr晴」でかつ夜間がr降

水なし」の場合とした．「一時雨」などは局地的な降雨

現象を除去したいため統計には含めなかった．また，昼

夜の天候データに基づいているため選択された23地点

は主に天候の日変化が少ない沿岸地域であり，日本の気

候区分も考慮し，地点が偏らないよう配慮した（第2
表）．

　第1図は365日各々で18年間の23地点すべてを累計し

てr晴・雨・雪」の頻度（％）を表している．シンギュ

ラリティの抽出にあたっては，シンギュラリティの概念

そのものが曖昧で，その定義は定まっていない．この図

ではr晴」の明瞭なピークが六つみられたので，3月28

日，4月23日，5月12日，5月23日，8月9日，11月3

日の計6個を“日単位”でみた「晴」のシンギュラリテ

ィとした．目安として図に頻度50％の線を引いてある．

1992年2月

ここで頻度50％は，全地点r晴」の場合が18年間の5

割である9年間存在した，あるいは毎年半数の地点で

「晴」であったと考えても差し支えない．

　抽出されたシンギュラリティの中で，11月3日は従来

の研究（前島，1968ほか）において最も典型的なものの

一つである．最近では，中島（1989）が全国を9地域に

分割し，各地域及び全国の昼間の天気出現率を詳細に調

査し，4月から5月にかけてと11月3日に晴の出現率が

高いことを示している．本稿の結果を比較すると，シン

ギュラリティの抽出方法は異なっているが，ほぼ同様な

結果が得られている．過去のシンギュラリティに関する

数多くの研究と比較して，シンギュラリティの日付の違

いは，定義の仕方，抽出方法，データの解析期間が様々

であり，また統計的揺らぎの可能性も否定できず，微妙

に違ってくるのは当然予想される．しかし，それにもか

かわらず，11月3日のように，同じ日付が明瞭に抽出さ

れたということは，シンギュラリティの存在を証明して

いるといえるのかもしれない．「シンギュラリティとは

何か」という概念は，自体が一つの大きな研究テーマで

あり，それにあまりこだわると本稿の趣旨とははずれる

ことから，一つの方法として，本研究におけるシンギュ

ラリティを考えてもらいたい．

　シンギュラリティはもともと季節進行の過程で存在す

るものであり，季節変化の一一部と捉えることができる．

ある年に季節変化に大きなずれが生’じたときには，シン

ギュラリティも崩れることが予想される．したがって，

季節変化に極端なずれがあるときに異常気象の年と言う

ように，シンギュラリティの異常が平均状態の季節変化

からのずれを現すインデックスとして捉えることもでき

ると考えられる．季節変化のどの時期に歪みがあるのか

は年により違うだろうし，全般的に歪んでいる場合もあ

るかもしれない．その意味で，シンギュラリティ自身が

9
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それぞれ独立に“年々変動”をしてもよいことになる．

第2図は各年ごとに6個のシンギュラリティの頻度を累

積したものである．ここで各年の頻度は全地点数に対す

るr晴」の地点数の割合を意味する．たとえば1981年は

11月3日のシソギュラリティ（日単位）が崩れているの

がみられる．このように，年によって各々のシンギュラ

リティが不明瞭な場合があることがわかる．
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　5北半球500mb高度場のテレコネクションとの関

　　係

　この節では，シンギュラリティの変動と北半球循環場

との関連を考察する．データとして，緯度10。x経度10。

の半旬平均の500mb高度データを使用した．しかし，

前節で得られた日単位のシソギュラリティと対応づける

ためには時間スケールが異なっているという問題があ

る．山川（1988）は，シンギュラリティを特異日よりむ

しろその前後の数日を含めた特異半旬として定義した方

が適していると述べている．そこで，半旬高度場に対応

する半旬単位のシンギュラリティ（特異半旬）を新たに

得るためにr晴」の頻度（％）について日単位から5日

平均値に計算し直したのが第3図である．

　日単位で得られたシンギュラリティと比較すると，3

月28日，5月12日が不明瞭になっている．また，11月3

日も日単位ほどには大きなピークを示していない．この

理由として，一つには半旬データが1年を73半旬として

期日が固定されてしまっているものであるので，特異半

旬と期日を固定した5目平均とでは当然ずれが生じる．

その結果として，シンギュラリティがぼやける危険があ

る．もう一つに，シンギュラリティも1日から半旬ある

いはそれ以上の幅があるので，5日平均が適している場

合もあるが，すべて5日平均として処理してしまうと不

明瞭になる場合も考えられる．以上のことから，半旬単
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日本付近の500mb高度場（40～30。N，
130～140。E）の季節変化．矢印は「暗」の

特異半旬を示す．

位のシンギュラリティでも問題は残るが，循環場との関

連を論ずるにあたっては，データの制約もあり半旬単位

を採用した．ただし，日単位で得られたシンギュラリテ

ィもある程度考慮して，半旬単位のシンギュラリティと

して，＋2σ前後にピークが存在する半旬，すなわち第

23，29，45，62半旬の4個を対象とした（各半旬には日

単位である4月23日，5月23日，8月9日，11月3日の

シンギュラリティがそれぞれ含まれている）．

　半旬単位で得られた特異半旬に対して日本付近の高度

場に特異性はみられるだろうか．第4図は日本付近の

（30～40。N，130～140。E）の領域を平均した500mb高

度の季節変化（1967年から1984年までの平均）を示した

ものである．季節変動の振幅が大きいので，特異半旬前

後の変動を拡大した図も併せて示した．第23，29半旬は

一半旬前に較べて高度が急激に高くなっており，また，

第45，62半旬は前後の半旬と比較して高度が高い傾向が

みられる．前に述べたように，日単位から強引に5日平

均値にしたことや，天候と500mb高度場の変動が一元

的に決まらないことも影響しているのか，特異半旬の全

てがその前後の半旬と較べて高度が高くなっているわけ

ではないが，日本上空の500mb高度場の変動にも天候

の特異性に関連した特徴が存在することは確かである．

　次に，その特異半旬における日本付近の500mb高度

場（30～40。N，130～140。E）を参照地域として，北半

球全体の半旬平均500mb高度場の変動とのラグ相関を

計算した．ラグは一6半旬から＋6半旬までとり，負の

寒天気”39．2．
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第23半旬における日本付近の500mb高度場（40～30。N，130～

140。E）を参照地域とした，北半球全体の500mb高度場とのラグ
相関パターン．ラグー2，一1，0，＋1半旬の空間パターンを示す．

負のラグは北半球の高度場が先行していることを意味する．1ラグ

は5日遅れることに対応する．等値線間隔は0．2．陰影部は絶対値

が0．4以上の地域．

ラグは北半球の高度場が先行していることを意味する．

また，500mb高度の変動は1967年から1984年までの18

年間の平均の季節変化からの偏差として定義している．

シンギュラリティが崩れたということは大気の平均状態

のずれを意味するので，それと関連する，シンギュラリ

ティ前後の大気循環の変動パターンを，特異半旬を基

点としたラグ相関法によって示した．その結果，4例の

ラグ相関パターンから3種類のシステマティックな空間

パターンが得られた．その代表として第23，45，62半旬

におけるラグー2，一1，0，＋1半旬の相関パターンを

それぞれ第5，第6および第7図に示した（ここで負の

ラグは北半球の高度場が先行していることを意味する．

また，1ラグは1半旬遅れていることに対応する）．第

29半旬の相関パターンは第23半旬のパターンと類似して

1992年2月

いるのでここでは図示していない．相関係数の絶対値

0．47と0．59が各々，有意水準95％，99％に相当する．

　第23半旬（4月21日～25日）の場合はラグー2から

＋1半旬にわたって，波列パターンはみられず，低緯度

からの影響もみうけられない．ただ，同時相関において

日本周辺の高度場とバイカル湖付近のシベリア東部の高

度場と逆相関のパターンを示している．このようなパタ

ーンは，緯度帯平均のいわゆるインデックス・サイクル

と密接な関連がある，シノプティックスケールとしてみ

れば，春季，日本付近を移動性の高・低気圧が次々と通

過する時期であるが，時間スケールのさらに長い変動

（10日～30日程度）が3月下旬から5月にかけてのシマ

ギュラリティの出現を反映している（第1図参照）．

　第45半旬（8月9日～13日）は，2半旬前では特徴的

11
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第6図　第5図と同じ，ただし第45半旬．

な相関分布が見られないが，1半旬前になるとフィリピ

ン付近，日本，アリューシャンにかけて負，正，負の相

関域がみられ，同時相関ではそれが強まっている．さら

にアリューシャン南東部，カナダ西部，中央部に至る

正，負，正の相関域が出現してくる．1半旬後では東ア

ジアの有意な相関域は消失するが，アリューシャンから

カナダ東部にかけての相関パターンは依然として存在し

ている．1半旬前から明瞭となるこの半旬は，西部太平

洋の低緯度熱源からのロスビー波の伝播が卓越している

と思われる．西太平洋低緯度域の対流活動に起因するロ

スビー波の伝播が日本の夏季の天候と密接に関連して

いる可能性は，N’itta（1987），Kurihara　and　Tsuyuki

（1987）によっても指摘されている．また，Nakazawa

（1992）は，外向長波放射量（OLR）のデータから季節

内変動の位相が季節に固定されている可能性があり，第

45半旬を含む8月中旬頃に対流活動域の北上が平均場と

して存在することを示した．これは第45半旬のシンギュ

ラリティが西太平洋熱帯域の積雲活動の活発域の北上と

深い関係があることを示唆している．

12

　第62半旬（11月2日～6日）の場合をみてみると，ま

ず2半旬前では中国に正の相関域，またシベリアとアラ

スカ付近に負の相関域が存在する．1半旬前になるとス

カンジナビア半島から黒海にかけての地域から，シベリ

アそして日本に至る正，負，正の相関域が明瞭となり，

ロスビー波的な波列パターンが観測される．一方で，北

太平洋東部に正，北アメリカ西部に負の相関域が見られ

る．同時相関では日本付近を除くと北アメリカ東部海岸

に近い北大西洋に＋0．6を超える顕著な正の相関域が存

在する．1半旬後では有意な相関域は減少し，組織だっ

た空間パターンは見られない．2半旬前から1半旬前に

かけて発達したヨーロッパから日本に至る相関パターン

はいわゆるユーラシアン（EU）パターンと呼ばれてい

るテレコネクションパターンの一一つで，ヨーロッパから

日本への・スビー波のエネルギー伝播が生じていると考

えられる．また，北太平洋東部から北アメリカ東部にか

けても1半旬前に弱いながらもロスビー波列が見られ

る．このことから，同時相関で示された，ユーラシァお

よび北アメリカの両大陸東岸部に顕著な正の相関は，二

、天気”39．2．
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第7図　第5図と同じ，ただし第62半旬．

方向のロスビー波列に起因している可能性がある．二つ

の大陸東岸部は大地形の影響で準定常的なトラフが生じ

ているが，この半旬ではほぽ同位相で変動していること

は興味深い．第62半旬を基点としたラグ相関パターンを

示したが，その前後の第61半旬，第63半旬を基点とした

同様な相関パターンにおいては，同時相関（ラグ0）で

は第62半旬の場合と較べてEUパターソ的な特徴がみ

られるが，ユーラシアおよび北アメリカの両大陸東岸部

に顕著な正の相関は現れなかった．

　ラグ相関法による上述の結果から，シンギュラリティ

に影響を与えるもしくはそれを維持する大気循環場に違

った特徴が存在することが確認できた．特に，第45半旬

では西部太平洋低緯度からの・スビー波の伝播，第62半

旬前後ではEUパターソとの何らかの関連が示唆され

た．そこで次に，このようなテレコネクションに伴うロ

スビー波の伝播が，どのようにシンギュラリティの維持

に寄与しているのか，あるいはそれを崩す役割を担って

いる場合があるのかが問題として残る．これを調べるた

めに，500mb高度場にEOF解析を適用して，テレコ

1992年2月

ネクション・パターンに対応する固有モードを抽出し，

季節依存性および年々変動の観点からシソギュラリティ

との関連を考察した．

　まずEUパターンの抽出であるが，このパターンの

出現する地域と卓越する時期を考慮して，東半球（30。～

80。N，O。E～180。）の寒候季（10～3月）に限定した．

緯度10。×経度10。の格子点で，面積による重みはかけ

ていない．シンギュラリティの抽出に用いた解析期間

（1967～1984年）と同’じ期間（18年間）の寒候季の平均

場からの各年各半旬の偏差を時系列データとして，相関

行列に基づいて計算を行い，EUパターンは第2固有モ

ード（EOF2）として得られた（図省略）．ここで，各固

有モードに対応するスコア（時間係数）として，寒候季

について各モードの振幅の18年分の時系列が得られるの

で，各半旬についてそのスコアの二乗平均したものを

“半旬別寄与率”として定義する．寒候季全体の半旬別

寄与率の平均がその固有モードのいわゆる寄与率とな

る．半旬別寄与率は解析期間における各モードの卓越の

度合がどのように季節に依存しているのかをみる有効な

13
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第9図 1981年第62半旬の500mb高度偏差場．等
値線間隔は40m．破線は負偏差を示す．

インデックスと考えられる．

　EOF2の季節依存性を半旬別寄与率からみたのが第8

図である．解析期間を41年間（1946～1986年）に延ばし

た場合のEOF2も，比較のために同様に示した．解析

期間が異なるが，固有ベクトル係数の空間パターンはほ

ぽ同じである．EUパターンは寒候季でも特に12月から

2月にかけて卓越していることがわかる．また，15～25

日周期程度の振幅変調がみられる．このような顕著な振

幅変調が観測されるということは，EUパターンの振幅

変調の位相が季節変化に対して固定されていることを意

味する．統計期間が異なっていても，10月から11月，

および2月半ぽから3月にかけては寄与率がほぼ同じで

14

あり，この時期は特に，過去40年程度の平均状態を代表

していると言える．Pan（1987）によれば，10～20目ス

ケールのヨーロッパから東アジアに至る波列が東アジア

のcold　s皿geと関連していることを示唆しているが，

本研究の結果を考慮するとintramonthlytimescale

のcold　s皿geがEUモ」・ドの振幅変調によって影響を

受けている可能性がある．

　以上のように，EUパターソの振幅は寒候季において

15～25日周期程度の時間スケールをもっており，その変

動の位相は季節変化に対して固定されているという新し

い知見を得た．さて，それではシソギュラリティである

11月3日を含む第62半旬とEUパターンの関係はどう

なのだろうか．

　第8図において第62半旬は矢印で示されているが，ち

ょうどEUパターンの振幅変調（15～25日周期）の極

小期に対応する．すなわち，この特異半旬の前後と比較

して，約40年間の平均状態としてEUパターンが卓越

しない傾向がある．EUパターンの振幅の極小期と第62

半旬が一一致している事実は興味深い．第62半旬の日本付

近の高度場の変動が1半旬前のEUパターンの変動と

対応がよいので（図省略），EUパターンがシンギュラ

リティの維持に寄与していることは否定できないが，11

月3日のシンギュラリティが明らかに崩れた1981年はこ

のパターンが第62半旬で顕著に出現していた（第9図）．

明らかに崩れたのはこの例のみであるが，上述の事実も

考え合わせると，EUパターンの振幅変調とシンギュラ

リティが密接に関連している可能性がある．

　第45半旬の場合では，20。～80。N，90。E～180。の東

アジア・西太平洋地域の暖候季（4～9月）に注目し

て，海洋大陸付近からのロスビー波の伝播を説明してい

ると思われるモードを調べたところ，EOF10（41年間

、天気”39．2．
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第11図 第44半旬（上），第46半旬（下）における同

時相関パターソ．等値線間隔は0。2．陰影

部は絶対値が0．4以上の地域．

のデータにおいてもEOF10）が対応していた．EUモ

ードと同様に半旬別の寄与率を示したのが第10図である

が，矢印で示される第45半旬は振幅が大きい．第11図は

第45半旬前後の第44半旬および第46半旬の同時相関パ

ターンを示したものであるが，第6図のラグ0の相関パ

ターンと比較して，第45半旬より明瞭な波列パターンは

みられない．したがって，第45半旬（ラグ0）でもっと

も波列パターンが顕著であることから，それを説明する
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第12図 1977年第45半旬の500mb高度偏差場．等
値線間隔は40m．破線は負偏差を示す．

EOFモードは第45半旬での振幅が前後の半旬と比較し

て相対的に大きいはずである．この結果は，第62半旬が

EUパターソの極小期に対応していたことと対照的であ

るが，このモードではすなわち，低緯度の熱源からのロ

スピー波によって日本付近にのびるsub　tropical　high

が持続あるいは強化され，日本の天候が安定し，ひいて

はシソギュラリティを維持している一つの要因であるこ

とが考えられる．

　第3表は，第45半旬の「晴」のシンギュラリティが顕
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著だった年（上位4例）とシンギュラリティが極端に崩

れた年（下位4例）に対応するEOF10モードのスコァ

を示したものである．この表から，確かにEOFのスコ

アの正負がシソギュラリティと結びついていることが言

えるだろう．実際にシンギュラリティが大きく崩れた

1977年の第45半旬の500mb高度偏差が，低緯度で正，

日本付近で負のアノマリーという符号が反転したパター

ン（EOFのスコァは一4．5という大きな負の値になっ

ている）がみられ（第12図），日本付近へのsub　tropical

h玉ghの張り出しが弱かったと考えられる．対応して，

西太平洋熱帯域の対流活発域の北上もはっきりとしなか

った．

　第10図をみてわかるように，高次のモードで寄与率が

低く，このモードだけで日本の天候を左右しているとい

うには問題が残る．それは第3表をみても，スコアの符

号は一致してもばらつぎが決して小さくないことからも

推測される．寄与率が低い理由の一つとして，暖候季は

寒候季に較べて極端に卓越するモードは少なく，低次か

ら高次のモードまで寄与率に大きな差がないこと，また

解析期間を夏季に限定しなかったことも原因している．

しかし，第45半旬における日本の天候をすべて低緯度か

らの・スビー波の振舞いによって説明することはできな

いとはいえ，その影響を受けているのは事実であること

を強調しておきたい．

　4．おわりに

　シンギュラリティの成因に関連して，シンギュラリテ

ィを維持あるいは崩す原因として，北半球対流圏のテレ

コネクショソ・パターンに注目してきたが，テレコネク

ション・パターンの季節依存性が非常に重要であること

が示唆された．ひいては2次元定常ロスビー波の励起，

伝播そして発達には地理的および季節的な選択性をもっ

ている可能性がある．テレコネクションの地域性・季節

性に関しては，Bamston　and　Livezey（1987）ほかが多

くの場合，月平均値データで調査している．また，

Lanzante（1990）はintramonthly　time　scale（10～30

日）の観点で北半球寒候季の700mb高度場のリーディ

ングモードを得ている．しかし，たとえばEUパター

ンの卓越に顕著なintramonthly　time　scaleの振幅変調

があり，季節変化に対して位相が固定されているという

新しい事実は，テレコネクショソの季節依存性が明確に

されなければ，シンギュラリティのメカニズムも理解す

るのは困難であることを示唆していると言えよう．
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